
 

 

 

 

 

 

 

◇ 進路学習会 「先輩から学ぼう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ １学年職場見学  

様々な企業を見学することにより仕事に対する理解を深め、進路を考える際の一助にすること

を目的として、９月５日（木）、６日（金）に職場見学を行いました。 

 

 

 

 

 

佐川急便では一日３万個もの荷物を処理すること、コストコでは午前４時から働いている人も

いること、小松製作所では大小さまざまな大きさのシールリングという部品を作っていること、

二上万葉苑では多くの利用者さんと笑顔で接していることなど、それぞれの会社ならではの仕事

内容を知ることができました。 

また、本校の卒業生が働いている職場も多く、先輩が仕事を続ける中での喜びや苦労を直接聞

くことができました。生徒からは、「暑い中ずっと立ち仕事をし 

ていて体力がいると思った」「トライアル就業体験の参考になった」 

「仕事内容に興味をもったので２年生になったら就業体験をしてみ 

たい」などの感想が聞かれました。生徒にとって、仕事を身近に感 

じたり、興味がもてる業種や職場を見付けたりする良い機会になり 

ました。 

見学先 ①佐川急便株式会社小杉営業所、 

②コストコホールセールジャパン株式会社小杉倉庫店 

③株式会社小松製作所氷見工場第一工場 

④社会福祉法人射水万葉会特別養護老人ホーム二上万葉苑 

富山県立高岡高等支援学校進路指導部 
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合板の受け取り作業 商品の品出し 

８月２２日（木）、本校卒業生で株式会社ワールドインダストリー富

山に就職した佐藤はるかさん、同じく助野株式会社に就職した和田颯太

さんを講師に迎え、進路学習会を行いました。本会は、ＰＴＡ進路学習

会も兼ねており、多くの保護者もご参加いただきました。 

佐藤さんからは多いときに一日で７５０着の服を畳むこと、和田さん

からは機械を操作しながら商品の出荷準備をしていること等、仕事内容

の紹介があり、それぞれの働きぶりに生徒からは感嘆の声が上がってい

ました。また、二人からは、学生時代に身に付けておいた方がよい力と

して「挨拶、返事をしっかりすること」「適切な言葉遣いで話すこと」「積

極的にコミュニケーションをとること」「清掃ができるようになること」

が挙げられました。 

これらは働く上での基本的な能力であり、大切なことであるというこ

とを再認識しました。 

進路学習会を終えて、生徒からは「挨拶、返事、言葉遣い、積極的に

コミュニケーションをとることの大切さが分かった」「私も体力を付け

てがんばろうと思った」などの感想が聞かれました。 

今の学校生活での課題を明確にする機会になったと思います。 
 

講師の二人 

たいｋた 



介助体験 

たいｋた 

食事準備、配膳の手伝い 

たいｋた 

レクリエーション補助 

たいｋた 

◇ ２学年職場見学 「高校生等の福祉の魅力バス教室」  
８月６日（火）に富山県社会福祉協議会主催の「高校生等の福祉の魅力体験バス教室」に２年

生８名が参加し、七美ことぶき苑とだいご苑で職場見学及び体験を行いました。各施設では、実

際の福祉機器を使っての介助体験や利用者の食事準備、レクリエーションのお手伝いをさせてい

ただきました。職員の方からは、体験談や介護職の仕事に就こうと思ったきっかけについて聞か

せていただき、福祉の仕事の魅力や働く上での心構えなど大切なことを学ぶことができました。 

生徒は「福祉の仕事を体験させていただいて、とてもやりがいのある仕事だと思いました」「食

事の準備では、利用者によって食べるものが異なるので間違えないようにすることが大変だと思

いました」「利用者さんとたくさん話をすることができ、楽しかったです」と感想を述べていまし

た。今回、実際に福祉施設で体験することで、仕事の苦労や楽しさを知り、自分に合った仕事を

考える良い機会になったと思います。体験先で教えていただいたことを今後の学校生活や次の就

業体験にも生かしてもらいたいと思います。 

 

 

なお、２学年は、富山県中小企業家同友会主催の「仕事見学会」にも、職場見学の機会として

参加しています。多くの協力企業の中から個々に興味のある企業を選択し、見学や体験を行って

います。 

◇ ３学年職場見学旅行 

９月４日(水)から二泊三日で、東京都内へ職場見学旅行に行き、二つの特例子会社を見学しまし

た。「株式会社ＪＡＬサンライト」は、従業員４５５名のうち、知的障害のある方が９３名働いて

います。社員の名刺作成、給与の管理、カフェの運営などの仕事を担当しており、元ＣＡの人が

厳しく指導されているだけあって大変美しい所作、身なりで働いておられたのが印象的でした。

カフェを見学させていただき、職場の方からは「報告・連絡・相談」が大事だと教えていただき

ました。 

「ソニー希望・光株式会社」は、従業員８８名のうち、障害のある方が６５名働いています。

主な業務内容は清掃などのオフィス環境整備と印刷や名刺作成などの事業サポートです。ここで

は、デスク拭きの体験や、社員の業務の様子を見学させていただきました。生徒は社員の方々か

ら、働く上で気を付けていることや、大変だったこと、それを乗り越えた方法などを直接聞かせ

ていただき、将来の仕事への取り組み方を考える良い機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 

・作業の確認やコミュニケーションの大切さを再確

認しました。誰かに作業を手伝ってもらったとき

には、「ありがとう」と言える人間になりたいです。 

・時間を意識していて、迷惑をかけないように気を

付けて仕事をしておられ、時間は大切だと改めて

知ることができました。 

・メモを見返していると聞き、大切なことも分かっ

たので学校でも実践していきたいです。 

・卒業までに自分のできないところを学校生活で直

していきたいです。 

 

・ 

 

体験の様子 


